ャブレ カブ レ、 飛行機の りに なった 時から 時々 夜中に 

淋し さ、 やるせな さで、 ふいに 首 を 突き 起して 思 ひき 

り 怒鳴りた い やうな 気持になる， J とが あつ た。 愈 々 来 

たか、 ダメ か、 と 思 ふと 一両日 は 時々 いはれ なく 竦む 

やうな、 全身 冷えき る 心 持に 襲 はれた ものであった。 

だ か ら特攻 基地 へ 廻され てきて 気 違 ひ 騒ぎ を 見る と 、 

ハ ハァ、 みんな やって る、 ォレ だけ ぢ やな いんだ、 グ 

口 テス クき はまる 因果 物 を 見せ つけられて それが 人 ご 

とでない 感じ、 思へば わが 身に せまる 不安 は 身の 毛の 

よだつ もので あつたが、 それと 一し よに 妙に ゾク ゾク 

嬉しく 勇ましく なって きた。 よろし、 ォレ もやる ぞ、 



暴、 いかにも 勝手 だが、 眼前に 見る 祖国の 壊滅、 わが 

身 の 自爆、 それ を 思へば 彼ら の 心中 も 同情の 涙 を 禁じ 

S ニヽ o 
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ところが 皮肉な ことに、 この 五 人に は、 いっかな 特 

攻 命令が 下りない。 そのうち 出撃 もめった に 無くなり、 

八月 をむ かへ てから、 にわかに 二 編隊 十 人、 その 中に 

安川が はいった。 五 人の 中で 安川が 先陣と いふ ことに 

なった ので ある。 

この 十 人の 特攻隊に は 安川た ち 三人組、 死なば モロ 

トモと いふ 仲良しの 妙 信と 京 一 一郎 も 含まれて ゐた。 

京 ニ郎は 他の 隊員から 変物と 見られて ゐ たが、 それ 



のみ ぢ めさが 切なく 思 はれる ばかりに 見える。 どうせ 

殺されるなら、 ソッと 殺されよう、 声 も 立てず、 悪 あ 

がき もせず、 さう 思 ふと、 いくらか 心が 澄む やう だ。 

どうせ 祖国 は 壊滅す る。 英雄 も 軍神 も あり はせ ぬ。 

超人 を 信じ 得ない とい ふこと は、 まことに 死ぬ 身に と 

つて はつらい。 まったく、 もう、 人間で はない。 軍艦 

にブッ カルた めの エネ ルギ ー である ほかに 全然 意味が 

ない 存在で あると いふ こと、 この 事実がぬ きさし なら 

ぬ こと だから、 それ を 思へば ダウの 音 もで ず、 た- V ポ 

カンと、 そして 絶望に 沈んで 起き 上る 由 もないで はな 
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とはいへ、 彼 とても、 別に 女に こだ はる こと はない 

ではない か、 なぜ 女に だけ こだ はるか、 さう 思 ふこと 

は 絶 間 もなかった。 

すると 又、 あいにくな ことに、 最も 欲する もの を 抑 

へる こと、 せめて それが 満足で ある、 いは、 V まァ それ 

だけが 人間の 自覚の やうな 気がして、 そんな 理窟で 間 

に 合 ふこと も 多かった。 

だから 彼 はふ だん ィャな 士官 だの 司令の 奴 を、 死ぬ 

とき まったら ひとつ ヒッ パタイ テ やらうな ど 、 いふ 気 

持よりも、 誰に でも 愛想よ くサョ ナラと 云って、 サッ 

ザと 死んで しま ふ 方が 気に入って ゐた。 



とに ィャ らしく こびり ついて ゐ るので あった。 

その 日の ひるま は 三人 そろって 町へ でた ついでに、 

星 野 家へ 挨拶に 立ちよ つた。 妙 信と 京 ニ郎は はじめて 

の 訪問で、 ちょ ッと 上って お茶 をのんで きた y けだつ 

た。 

その 夜 は 集会所で 送別会が ひらかれ、 例の 如き 気 違 

ひ 騒ぎ、 他の 隊員に は 血相 変り た y ならぬ 者もゐ たが、 

三人組 はふ だんの 通りで、 妙 信 は 清 元 をうな り カツ ポ 



レを 踊り、 次に は素ッ 裸で ャッコ サン、 京 ニ郎は 例の 

如く 全然 黙々 たる もので あり、 安川 も 途中まで はふ だ 

んと 変らなかった が 村 山中 尉が 酔っ払って やって きて 

酒 を さして、 

「ャ ィ、 貴様が 先陣と は 面白い。 立派に やれ。 ひとつ、 

のめ」 

横柄であった。 むろん 階級の 差 も 年齢の 差 も ある。 

無礼講 も その 差 は 一 応 当然で カンに さわる 筋 はな かつ 

たが、 二人の つながり は 軍人と して、 V はなしに、 人間 

の もので、 そのつな がりの 上 だけでの 交際な の だから、 

安川 は 急に ピリ ピリ 緊張した。 



安川 は ひるま 挨拶に 行 つてち ょッ とお 茶 を 飲ん で き 

た、 V けで 一 応 気持 は 済んで をリ、 約束 をた てに トキ子 

のから だ を 強要で きる ことな ど はも はやこ だはらずに 

始末ので きる 気持であった。 

然し 村 山の 横柄な 態度のう ちに、 どこか 残忍な、 我 

慾の ために は 他 を かへ りみ ぬ 性格 をよ むと、 こいつの 

場合 は 是が非でも やる、 トキ子 さんが 泣いて ィャ がつ 

て も捩ぢ ふせやり とげる 奴で、 その 不安 は 以前から 胸 

にあった が、 目の あたり 見なければ それで 済んで ゐら 

れ たので ある。 

安川の 眼つ きが 変った。 酒 盃をテ ー ブルへ 置く 手 ま 



で ふるへ て、 立ち上る から、 

「貴様、 ォレ のつ いだ 酒う けない のか。 無礼な 奴 だ」 

「何が 無礼 だ。 ォレ はこん な カラ 騒ぎの 席に ゐ たくな 

いから 引き あげる の だ。 約束 を 果してく る 用件 も ある 

からな」 

素ッ 裸の 妙 信が、 

「お ッとッ と。 待って くれ。 ォレも 一し よに 退散す る 

ォレも ひと 廻り 廻る ところが あるの だから」 

軍服 をき て 一し よにでる。 京 ニ郎も あとに つ、 V いて 

出た。 

辻へ きて、 妙 信 は 別の 道へ 別れる とい ふので、 



どいつ もこい つも、 こんな 言葉で こんな こと をす る 

の だら う、 と 安川 は イマ イマし く 思った が、 もはや 何 

物 を も 顧慮す る ことができない。 そして 彼 は 自分の ど 

こに も ブレ— キ がない ので 驚いた。 否、 驚く ひま もな 

く、 実際的な 行為と それ を やりとげる 力 だけが、 それ 

だけが 自然の やうに 次々 と起リ 溢れた。 それ はまる で 

芸術の 至高の 調和の やうな 充実した 力 量感と 規律 的な 

リズム をみ なぎら して ゐる やうであった。 

トキ子 はさから はなかった。 た y 地の 上へ 押し倒さ 

れた とき、 あ、、 とい ふゥッ 口な 声 を もらした ゾ けだ- 

安川の 悔恨 は その 声の 回想から 起った。 恋で もな く 行 



とつな がり を 持った の も、 自分が 祖国の ために 死ぬ と 

いふ 定めの ためによ つて、 V ぁリ、 これ だけ は 如何なる 

絶望 逆上 混乱 を ふみつぶしても 為し とげねば ならぬ。 

すべての 特攻隊が さう して をり、 村 山に しても、 彼 も 

やつば リ トキ子 をす てゝ やがて は征 かねば ならぬ、 又、 

征く、 必ず 征く害 だ。 

さう 思へば、 どうしても 手 ごめ に 行く より 仕方がな 

い。 約束な の だから、 約束 を果 さない センチの 方が 卑 

怯 だな ど、 も 思った。 

然し 思 ひ を 果して 何が 残った かとい へば、 祖国の 名 

に 於て 純な 乙女 を ィケニ へ にした とい ふ 後味の 悪さば 



かり、 起き 上り、 立ち 離れて 茫然と 立ちす くんで ゐる 

と、 トキ子 も 起き 上り 精神的な 混乱と 肉体の 苦痛で 歩 

くこと も 容易なら ぬ 様子であった。 そこで 再び 悔恨が 

胸に つきあげて 逆上す ると、 祖国の 名に 於て ィケ 二へ 

になる の は トキ子ば かりで はない。 自分の イノ チ がさ 

うで はない か。 トキ子が 何物で あるか。 自分の 場合 は 

イノ チが 自分の すべての ものが。 それ を 思 ふと、 絶望 

ばかりであった。 むしりとり、 むしりとっても、 目 を 

ふさぐ 絶望の 暗幕 を はぎとる- J とがで きな いで はない 
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「トキ子さん。 立派に 死んで お詫び をし ます」 



汚く、 つまらない 星空であった。 

自分と は 何 だら う。 もう それ を考 へて は 立つ瀬が な 

い。 ギリ ギリのと ころに、 ガン ヂガ ラメに つるされ、 

死神 を 待つ だけ だから。 

* 

その 一夜、 三人ながら 熟睡した とい ふの は 一人 もな 

かった。 

然し 彼ら は 翌朝 はいくら か 気分が 落ち ついて ゐた。 

仕度 をと、 のへ、 飛行機 を 見る と、 兵隊な みに ひきし 



変る の だ。 どう 変る か、 何が 変る か、 当 もない 期待と 

興奮、 解放され た 何 かゾ、 た、 V 気の 狂った 動物みたい 

に 全身 を 逆流して ゐる。 

生きて ゐた。 これから も、 生きる。 これから は 自分 

が 生きて、 自分が 何 か をつ かむ の だ。 走れ 走れ。 もう 

兵隊 も 軍律 も 土足に かけろ。 出発。 

然し、 京ニ郎 は、 わけの 分らない 不安が あった。 い 

つたい、 自分なん か、 本当に あるの だら うか。 何物 だ 

らう か。 これから 先々、 途方に くれる やうな 陰鬱な 疲 

れを 感じた。 そのく せ、 やっぱり 胸 は 何 かで ふくらみ、 

張って ゐる。 解放され た イノ チ！ 疲労に 目が ま はる 



慢が でき なくなった。 安川の 奴が いっぺん 処女 を 奪つ 

たもの なら、 トキ子の 純潔 はもう 問題で はない。 五 人 

の 約束 も トキ子 を 処女と しての 約束で、 いちど ケチが 

ついた ものなら あと は 同じ こと、 早い が 勝 だと 理窟 を 

つけて、 さっそく 直談判、 強要して 成功した。 

さう いふ 関係に なって ゐ たから、 はからざる 終戦、 

母と トキ子 は 二人の 男の 膝づめ 談判に 困却して、 なす 

ところが 分らない。 

困った ことに は、 母と トキ子と 胸の 思 ひが 違って ゐ 

た。 

トキ子 はすで に 兄が 戦死し 一 人 娘で あるから、 S と 



りと いふ ことになるが、 村 山 は 資産家の 三男 坊で、 私 

犬の 経済 科 を 卒業して をり、 すでに 一 人前の 紳士で あ 

るが、 安川 は 医者の 三男 坊で、 絵 カキの 卵、 また 二十 

二の 若年で、 このさき どんな 人間に 成長す るか、 今の 

ところ は 見当が つかない。 

差 当り 誰の 目に も 村 山 は 旧家の 主人に 申 分ない 条件 

を 具へ てゐ るから、 母 は 村 山 を 内々 知 耳に と 思って ゐる _ 

トキ子 は 安川が 好きだった。 

二人 は 胸の 思 ひ を 表 はさない が、 それとなく 分る こ 

とだから、 安川 は 当の トキ子に 一 任しようと 云 ひ、 村 

山 は 日本の 習慣 通り 親 の 意志 に 従 ふべき だ、 とこれ も 



して ゐる やら 手紙ぐ らゐで 納得す る やら、 一 一十一 一 の特 

攻 小僧の 嫁ば なし、 相手に もして くれない 不安ば かり 

で、 たよりない 話 だけれ ども、 ひく わけに 行かない。 

すると 村 山 は、 さう 話が きまれば 自分の 勝と 考 へた 

から、 あと は 時間の問題、 この 際 トキ子の 身 を まもる 

ことが 大切で、 話が きまった 以上、 求婚者が 娘の 家に 

同居す るの は 間違 ひが 起り 易い から、 解決まで フェア 

プ レ—、 ほかの 家へ 宿 をと らうと 巧みに 話 を もちかけ 

て、 二人 は 星 野 家の 真 向 ひの 長屋へ 隣 同志に 別れて 下 

宿した。 二人 は 四六時中 相手の 行動 を 見張り あ ひ、 一 

方が 星 野 家の 門 をく y ると、 忽ち 一方 も あと を 追 ふ、 



片時 も 目 を はなさぬ とい ふ 忙しい ことにな つた。 

変った 事情で、 それまで は 赤の他人の 星 野 家へ ひと 

り 残された 妙 信と 京 ニ郎、 妙 信 は 色々 と 情婦が あるか 

ら、 そっちの つきあ ひで 外泊が 多く、 いつも 無口の 京 

ニ郎 がた つた 一人と り 残されて、 話の ツギ ホに 困りき 

つて ゐる やうな ことが 多かった。 

信 子 (トキ子の 母) は 未亡人の つれづれ、 死に ゝと 

びた つ 特攻隊 員 を ねぎらって、 まぎれて ゐ たが、 敗戦、 

一 時 はどう なること やら ャブレ カブ レの 気持に もなる。 

京 ニ郎が 酒と 女の ャケ暮 しの 特攻隊で、 死に ゝ行 くそ 

の 日に なっても 女 を 知らなかった。 知らう ともしな か 



い 粗暴 無礼な 男で ある ことが 分って きた。 たった 一 つ 

最初の 手口 を さとった y けで、 あと はもう 全て を知リ 

つくした 男であった。 彼女の 夫 はもつ と 弱々 しく、 控 

え 目で、 神経が こまかく、 やさしかった。 この 男 は 唸 

リ、 挑み、 つかみ、 打ち倒す やうな 荒々 しい 男で あつ 

た。 男 は 充分に 満足す ると、 残される 女の ことな ど 眼 

中に なく 立 上って、 それでも、 オヤ スミ とだけ 言って 

立ち去った。 

翌朝、 京 一 一郎 は 全然 ふだんと 態度が 変って ゐ なかつ 

た。 それ は 女 を 征服した 男の 態度よりも、 もっと 傲慢 

不遜な ものに、 それ はつ まり 信 子が 眼中にないと いふ 



です。 僕 は 何より 女が 欲しかった のです が、 自分の 意 

志で 人生 を どうす る こと もで きない 戦争の 人形に すぎ 

ない の だから、 一番 欲しい もの を 抑へ つけて、 せめて 

自尊心 を 満足 させて ゐた、 V けです よ」 

まったく 京 ニ郎は 戦争 中 は 女 を 遠ざけながら、 実は 

女のから だに 最も こだ はり、 それ を 求めつ、 V けて ゐた 

こと を、 思 ひだす のであった。 信 子のから だ を 知る 時 

間まで、 さう だった かも 知れなかった。 

然し 今 はもう、 女の ことな ど、 問題に して ゐな いこ 

とが 分って ゐた、 なに をァ クセク する こと もないで は 

ないか。 戦争 は 終った。 自分の 力で、 自分の 道 を 生き 



て 行く ことができる。 卑小な 何物に こだ はる こと もな 

い。 卑小な もの は 踏みつ ぶして 進め。 どんな 理想 も 可 

能で あり、 その 理想の ために、 自ら 意志して イノ チを 

賭ける こと もで きる。 

女が もし 必要ならば、 理想の 女 を もとめる がよ い。 

つまらぬ 女 は みんな 道ば たへ 捨て ゝ しまって ぃゝ では 

ないか。 気兼ね も、 気お くれ も、 後悔 も いらない。 

然し、 理想 は 何 か。 理想の 女 はいかなる 人 か。 それ 

はま だ 京 二 郎には 全く 見当が つかなかった。 た、 V 彼 は 

現実的に、 それ を 握って 不満な もの は、 すべて 捨て、 

不可な きものと 信じる ことができる だけだった。 



京 一 一郎 は トキ子の 手頸 を 握って 自分の 心臓に 当てさ 

せた。 どうす る こと もで きない 様子で、 その 腕 は 抵抗 

せずに、 木ぎ れの やうに タ ワイな く 持ち あげられ てき 

た。 

「僕の 心臓 は 全然 ふつうと 同じ やうに、 ユック リ、 規 

則た y しく 打って るで せう。 あなたの 心臓と 音 を くら 

ベ て ごらんなさい」 

京 一 一郎 は 別の 手頸 をに ぎ つて トキ子の 心臓に 当てさ 

せた。 そのために 二人の 膝 は 密着して、 二人の 体温が 

泌 みる やうに ふれて きた。 

「つまり、 僕 はすこし も： £ くないの です。 何も 怖れる 



「むろんだ わ」 

「こんな 秘密 をい くつ も、 いくつ も、 つくりた いと 思 

つ てゐ るの？」 

トキ子 は 答へ なかった。 みづ くしい 裸 体を惜しみ 

なく 投げ だした ま、、 隠さう ともせず、 目に 両手 を 組 

んでゐ た。 

京 ニ郎は 秘密と いふ ものが 女の 一 生の 目的で ある や 

うな 思 ひに ふけった。 なぜか トキ子の 肉体 は 憎く、 は 

なかった。 秘密 をた く はへ る、 それ を 目的に する 女、 

秋 子 とても、 信 子 とても、 さう ではない か。 

然し、 トキ子 は 可愛い.' と 思った。 



の 方へ 歩き 去った。 

信 子と 秋 子 は 寝 耳に 水であった。 彼女ら は 各々 京 二 

郎が た- V 自分と だけ 関係が ある だけ だと 思 ひこんで ゐ 

たの だ。 

「あなた は 何と ま ァ気違 ひです か。 村 山さん から はも 

う 正式に 使者の 方が 何度も 足 を 運んで 下さる とい ふの 

に。 京ニ郎 さんな どゝ いふ 粗暴な 礼儀 知らず の 低級な 

ろくでなし は、 御 三方に 頭 を わられて 半殺しに なると 

い 上 

トキ子 はうな だれて ゐ たが、 シッ カリした 顔 付で、 

返事 をし なかった。 



話 を きめてき たのです、 トキ子 さんに、 三人の 色男 か 

ら 一人 指名して いた >く のです。 三人 異存 はない さう 

ですから、 さっそく、 たのみます」 

しばらく 無言であった。 トキ子 はいくら かシ カメ ッ 

面 をして、 四 人 を 代る代る 眺めて ゐ たが、 

「怪我の 浅 いのは、 どなたと どなた」 

「さて ネ。 みんな 同じ やうな ものです よ」 と 妙 信が 答 

へた。 

「そんなら 皆さんで、 ゥチ にある 皆さんの 荷物 を、 安 

川さん 村 山さん の 宿へ 運んで ちょうだい。 あんま リ威 

張らないで 下さい。 もう 戦争が すんだん ですから。 一 



と 妙 信が 言 つたが、 この 手紙と 昨日の トキ子の 言葉 

に 最も 深く 思 ひこんで ゐ るの は 京 一 一郎であった らう。 

京 一 一郎 はまった く トキ子に 負けた 思 ひがして ゐた。 

トキ子 は 三人 を 見放した ではない か。 それだけで タク 

サン だ。 

すでに 女 は 進軍して ゐる。 肉体 だけで 進軍して ゐ る。 

男の 奴が 感傷 や 屁 理窟で 手 まどる うちに、 女 は 時間 を 

飛躍して 行く。 

女 を 軽蔑して ハジ を かいたから、 こんど は 女 を 尊敬 

してやらう。 女の 方が ハジ を かくぐ らゐ 尊敬して やら 

う。 然し 女 は ハジ を か くだらう か、 など、 クサん \ の 
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